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経営フォーラム／公正取引委員会との懇談2

194 名が参加し、イノベーションをテーマに学び合う
第12 回経営フォーラム　全体の概要

　2 月 9 日、ANA クラウンプラザホテル松山で第 12 回経
営フォーラムを開催しました。
　メインテーマは「思い続ける力で未来を切り拓く～強烈な
ビジョンから生まれるイノベーション～」。「私たち経営者は
苦しい中にあっても、『いい会社を作りたい』という強い想いを
もって進み続けよう」という、実行委員長 中田琢磨さん（㈱フェ
ローシステム）の熱い想いが込められています。このテーマを
体現する各地同友会の会員を報告者に招き、基調講演と４つ
の分科会で 194 名が学び合いました。基調講演と分科会の詳
細については、３ページからのレポートをご確認ください。
　学びの後は、懇親会で交流を深めました。PR タイムでは、
2025 年２月（来年！）に開催する「中小企業問題全国研究集
会 in 愛媛」（略称：全研 in 愛媛）はもちろん、全国から参加
した各地同友会のメンバーも壇上から次々にＰＲ。特に、遠
くは宮崎同友会から駆け付けた「青年経営者全国交流会 in 宮
崎」の PR には、大きな拍手と参加表明の歓声があがりました。
　今回の経営フォーラムでは、中田さんをはじめ青年部委員
会のメンバーが実行委員会の中心的役割を担いました。企画
や設営の準備に加え、青年部のネットワークを活かして県の
枠を超えた参加呼び掛けにも注力。他県同友会の例会や経営

フォーラムにも足を運んで PR を重ねた結果、参加いただい
た他県同友会会員（北海道、東京、岡山、広島、香川、徳島、
高知、宮崎）は実に 26 名（参加者の 13.4％）。さらに、32
名ものゲスト（入会候補者）も参加しましたので、愛媛同友
会が取り組んでいる増強運動にも弾みがつきそうです。
　全研 in 愛媛に向けたホップ・ステップ・ジャンプの「ホッ
プ」となる経営フォーラムでした。
※�愛媛同友会は創立 40周年事業の一環として、2025 年２月
６日㈭・７日㈮、全研 in 愛媛を設営します。そのため来年度
は経営フォーラムは開催しません。今から、全研 in 愛媛への
参加をご予定ください！

文責：大北雅浩（愛媛同友会事務局）

学びの後の懇親会も盛り上がりました

様の中でも、該当する事案かも？と思うことがあればまず
は相談してみてはいかがでしょうか？
　公正取引委員会が運用する法律は　①独占禁止法　②下
請法　③官製談合防止法　④消費税転嫁対策特別措置法　
そして今年施行予定の　⑤フリーランス・事業者間取引適
正化等法です。
⑤の詳細は下記をご覧ください（分かり易い動画説明もあります）。

フリーランスの取引適正化に向けた公正取引委員会の取組
　https://www.jftc.go.jp/fllaw_limited.html
　また、賃上げの為の価格転嫁交渉に下記指針を参考にし
てはいかがでしょうか！
労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針
　https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/
romuhitenka.html

寄稿：武田 正輝さん（恭栄自動車㈱／伊予・松前支部）
米岡 一嘉さん（オーガスト／松山支部第２地区会）

　２月 22 日、愛媛同友会第 10 回県理事会開催の前に公正
取引委員会との懇談会が四国支所長の福田秀一郎様、総務
係長の佐々木雅也様をお迎えして行われました。
　お二人から資料を基に公正取引委員会の最近の活動状況
の紹介、その後、理事からの質問など意見交換がありました。
　お二人からは、「公正取引委員会は敷居が高いと思われる
が、そのようなことはなく、何か気になる事や困ったこと
があれば気軽に相談してほしい」とありました。会員の皆

公正取引委員会との懇談会開催

青全交 in 宮崎を PR する宮崎同友会と青年部の皆さん当日朝の実行委員会ミーティング
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◆ 講 師：植松 努 氏
㈱植松電機 代表取締役／北海道同友会

第12 回経営フォーラム　基調講演
「思うは招く」

　作業着に大きなリュックを背負って颯爽と登場し、「今日
はすごい力を持っている人たちと知り合える、それはみな
さんです！」と基調講演が始まりました。
　現在の日本は急激に人口が減っていく未曽有の時代に突
入しています。人が増えているときは誰かが成功している
ことを真似すれば儲かった時代で「同じ・普通・前例がある」
ことが正しい選択でした。しかし、人が減るとモノが余る
ため、既にやっている事は安い方が選ばれる状態に陥って
しまいます。そのため人口減少下ではすべての産業が衰退

産業であり、価値観
が大きく変わってき
ています。そんな先
行きが不安な時代だ
からこそ、夢を持つ
ことが大切といいま
す。植松さんの夢は

「人の自信と可能性が
奪われない社会を作
る」ことです。

　植松さんは子供の頃、忘れ物が多く勉強も運動も苦手で
先生からいつも怒られていました。そんな植松さんは祖父
の影響で、宇宙や飛行機が大好きになり、本を読んだり模
型を作ったり夢中でのめりこみ、将来は飛行機を作る仕事
に就きたいと考えます。周囲の大人からは「お前にはどう
せ無理だ」と否定されましたが、あきらめずに好きなこと
に没頭し続けたからこそ、宇宙開発をはじめとする様々な
事業を展開しています。
　では夢を実現するためにはどうすればいいか。その一つ
に勇気をもって自分の夢を周囲に語ることだと言います。
そもそも人は足りないからこそ助け合い、一人ではいくら
頑張っても一人分だが、助け合ったら
一人ではできなかったことができるよ
うになります。だから人の出会いには
意味があり、出会った瞬間から違う時
間の流れがスタートして、今までとは
違う未来が待っています。人との出会
いによって人生はいくらでも変わって
いく。だから今までがどんなにダメで
も、今がどんなにつらくても絶望する
必要はなく、勇気を出して誰かに会っ
てみればいい。そうすることで人生が
変わるので、わかってくれる人に出会
えるまで夢を喋り続けることが大切と
いうお話が印象的でした。
　もう一つ印象に残ったのは「会社」
と「社会」は同じ漢字を使うというお

話です。どちらも人が助け合って、一人ではできないこと
を目指す場所なので、植松電機には「部と課と役職」がなく、
あるのは「相談とお願いと感謝」というクルー・リソース・
マネジメントの考え方を取り入れています。また、すべき
ことを先駆けてやるのが真のリーダーシップであり、ゴミ
が落ちていたら誰かに拾わせるのではなく、自分が拾えば
いいという考え方で、会社や社会で大切なのは上下関係で
はなく「共に走る仲間」と、まさに人を生かす経営の実践の
お話でした。
　最後に植松さんは「企業が真剣に人材育成や教育に取り
組む必要がある」とおっしゃいました。学校を卒業後、人
生の一番長い時間を過ごすのは会社の職場であり、そこに
学びと実践がなければ人も会社も成長できません。「どう
せ無理」ではなく「だったらこうしてみたら」の考え方ひと
つで人生が大きく変わります。まさに今回のフォーラムの
テーマ「思い続ける力で未来を切り拓く」にふさわしい講演
でした。人との出会いを大切に、そしてすべての人が持つ
可能性を信じて実践していきましょう。

寄稿： 松田 泰幸さん
（㈱平野／今治支部）

講師の植松努氏

引きこまれるような講演でした

質疑応答



経営フォーラム4

あくなき挑戦でつかみとったイノベーション商品
～ 未来を勝ち抜く中小企業の商品開発と人材育成 ～

第12 回経営フォーラム　第１分科会

◆ 報告者：寺本 博 氏
西研㈱ 代表取締役／広島同友会

　第１分科会では広島よりお越しいただきました西研㈱の
寺本博代表にご報告いただきました。「あくなき挑戦で掴み
取ったイノベーション商品～未来を勝ち抜く中小企業の商
品開発と人財育成～」というテーマで、自社オリジナルの
特許製品の開発エピソードや人財育成への取り組みをお話
いただきました。
　お客様の声をきっかけに技術開発に取り組んだ結果、他社
にない製品開発に成功。現在は様々な国で特許を取り、自社
で値段が決められる独自商品を、世界に向けて販売網を広げ
ていると。開発や営業活動など、社員さんが活躍してくれて
いて、終始「社員
さんがいろいろと
考えて、様々なこ
とに取り組んでく
れている」と話さ
れている姿が印象
的でした。技術開
発の表彰を受けた
際には、社員さん
のおかげだと、賞金 500 万円を社員さんにそのまま配ったと
いうエピソードまで。社員さんのことを思いやった大胆な取
り組みです。明確な方針を示し、人財育成に積極的に取り組み、
社員さんが自発的に取り組む素晴らしい仕組みを作られてい
る様子がうかがえました。同友会で愚直に学び、挑戦してき
たからこその結果をありのままにお話しいただきました。
　グループ討論では「自社の人財育成において、どのような

ことに取り組んでいますか？また、その人財育成を通して、
どのような未来を思い描いていますか？」というテーマのも
と、各グループで様々な議論が交わされました。各社での
人財育成に対する考え方や具体的な取り組みを発表し合い、
熱い議論が繰り広げられました。朝礼やコミュニケーショ
ンの取り方、技術指導、先輩・後輩の関り方など、各社で
の工夫や具体的な取り組みを情報交換し、自社の課題解決
に繋がるヒントを得られる場になっていたように思います。
　最後に、報告者（寺本氏）より補足の報告がありました。
質問の中にあった「過去のどろどろした経験をありのまま
に話してもらいたい」というリクエストに応え、過去の共
同創業者とのトラブルやお金の苦労など、過去の苦しい体
験をお話いただきました。会場の雰囲気もがらりと変わり、
会場全体が寺本氏の体験を聞き入っていたように思いま

す。特許製品を開発したり、人財育成
への取り組みなど、良いお話とは打っ
て変わって、苦しい時期があったこと
も赤裸々に打ち明けられました。その
時の苦労を乗り越えた中堅社員さんが
今の会社を作ってくれている、と同友
会のあるべき姿である「社員を最も信
頼できるパートナー」の体現されてお
られました。
　寺本さんのお話が、参加された各会
社さんの前向きな挑戦のきっかけや人
財育成へのヒントに繋がることを願っ
ています。寺本さん、遠方よりお越し
いただき、ご報告いただいたこと、誠
にありがとうございました。

寄稿：阿部 祥太さん
（㈲阿部木工／松山支部第１地区会）

人財育成を通してどのような未来を描いていますか？

自社の人財育成の取り組みは？

左から座長の阿部祥太さん、報告者の寺本博さん



経営フォーラム 5

経営危機からの事業承継
～ 人のご縁を大切に ～

第12 回経営フォーラム　第２分科会

◆ 報告者：小坂田 英明 氏
小坂田建設㈱ 代表取締役／岡山同友会

　今回第２分科会の座長を務めさせていただきました、松山
支部第２地区会の川本です。分科会の報告をさせていただき
ます。今回の報告者の小坂田建設さんへは実行委員の中鋪和
範さん、室長の平岡裕矢さんの３名で企業訪問をさせていた
だきました。場所は岡山市北区ということでしたが、一言で
申し上げると田舎町です。この過疎、少子高齢化という外部
環境としてはマイナスの要因にフォーカスされ、地域になく
てはならない企業として活躍をされている会社でした。
　フォーラムの当日は５グループ 25 名の参加者でした。
　報告内容は、突然訪れた経営危機のリアルな経験談から始

まりました。土
木建設業として
9 年 連 続 の 赤
字。数字の把握
ができていない
問題。人の問題。
資料をもとに本
音で語っていた
だきました。数
値 や 実 際 に 起

こった事例ですので、参加した皆さんへの説得力もとてもあ
りました。私は会社がおかしくなる時にはどういったことが
起きるかを学ばせていただきました。
　後半は、そこから決意して経営再建をされた話でした。
同友会の学びを通してどうやって再建をしていったか、具

体的にアドバイスいただける内容でした。過疎高齢化の地
域のニーズをしっかり分析把握し、公共工事一本から民間
工事の割合を 50％まで高めていきます。この間の取り組み
一つひとつは小さなこと、めんどくさいお困りごとにしっ
かり向き合い、形にしていったものでした。ＤＸや見える
化、労働環境整備など様々な取り組み事例もご報告いただ
き、小さくてもここまで徹底できる企業がつくれるという
事例を学ばせていただきました。
　静かに淡々とご報告される小坂田社長でしたが、時折見
せる笑顔から実直な経営者の姿を感じることができました。
久しぶりの座長で緊張しましたが中鋪さん、平岡さんのご
協力で務めることができました。ありがとうございました。

寄稿：川本 創さん
（千代田商事㈲／松山支部第２地区会）

討論テーマは「地域から必要とされる仕事とは？」

左から座長の川本創さん、報告者の小坂田英明さん

熱心なグループ討論
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商売のタネは「課題発見」にあり！
～ 同感ではなく共感で広がる心理的安全性 ～

第12 回経営フォーラム　第３分科会

◆ 報告者：橋本 久美子 氏
㈱吉村 代表取締役／東京同友会

　1932 年創業の㈱吉村。創業以来、赤字は出したことがな
いけれど、事業承継した当時は、６年で年商が８億円さがっ
ていた頃。縮小市場を敢えて選んで、とことんニーズを捉え
た事業展開で売上を回復、拡大させた橋本社長。
　私が、橋本社長のお話を初めて伺ったのは、2023 年の長
野での全研でした。その後、2023 年６月の女性経営者全国
交流会でこれからの時代の女性の在り方のお話を伺って、
同じ女性として、もっとわたしにもできることがあるので
はないかと、身を震わせました。
　約 230 名の社員の名前をすべて記憶し、一人一人に声を
かけ、それぞれの個性とポテンシャルを引き出している経
営手腕と橋本社長のお人柄に惹かれ、どうしても愛媛にお
招きしたいと熱望した夢が叶った経営フォーラム。ご自身
の数ある報告の中でも、まだお話をされたことのないテー
マでご報告いただきました。
社宅妻で主婦だった頃のお話。
　•課題は当事者が一番よく知っている。
　•それを見つけて解決していくのが商売。
　•だから、とにかく当事者の声を聴き、ニーズに応えていく。
実はすごくシンプルで、確かな事業の元であると私は思う
のです。

「モノはなぜ売れるのか」、「人はなぜ動くのか」。
　購買動機はさることながら一緒に働く仲間のモチベー
ションを維持し続け、社員自らが自立して自走するにはど
うしたらいいかのヒントに溢れたご報告でした。
　自らが多くの失敗を繰り返したからこそ、「同感ではなく
共感」を大切にする橋本社長。
　•�悩みには所有権があるのに、その人の悩みを奪ってし

まうようなアドバイスをしていないか。
　•�過去の行動に対しての質問をして可能性をつぶしてい

ないか。
　•そもそも、社員を本当に信頼して経営をしているか。
人材育成において、リーダーとしての在り方、心持ちをが
つん！と突かれた方も多かったのではないでしょうか。

「なんのためにやっているのか」。
　理念はガードレール、というお話からは、常に目的と目標
を意識しPDCAを回している橋本社長のリーダーシップ力を
伺うことができました。「人を生かす経営」とはまさに橋本社
長が実践されていることではないか！！分科会に参加してくだ
さった誰もがそう感じられたご報告であったと思います。
　会場内の各テーブルには「粋なショコラ」や「Leaf Tea 
Cup」や「メッセージ一煎袋」をご用意。デジタル印刷の技
術や、社員さんのアイデアからうまれた商品をみていただ
くことでご報告がより身近になったのではないかと思いま
す。ショコラとお茶をいただきながらの、活発なグループ
討論になりました。
　年商 53 億を超えてもなお、人懐っこく、気さくに接し
てくださる橋本社長の人としての在り方に触れて、「川﨑も
かくありたい！」と心から思える橋本社長の報告の座長を
務めさせていただけたことはとても嬉しく光栄でした。
　愛ある媛の国、愛媛の女性たちの目指したい姿として、
わたし自身も精進していきたいと思っています。

寄稿：川﨑 暁子さん
（㈱エルパティオ／松山支部第３地区会）

左から座長の川﨑暁子さん、報告者の橋本久美子さん

今日の報告でどんなヒントを得ましたか？

明日から何を実践しますか？
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そこに社員への愛（AI）はあるんか？
～ コロナ禍で売上が半減。それでも売上回復よりＤＸ化を目指した理由とは ～

第12 回経営フォーラム　第４分科会

◆ 報告者：上田 剛士 氏
㈲キホク 代表取締役／愛媛同友会

　㈲キホクの上田社長が報告をされました。テーマは「そこ
に社員への愛（AI）はあるんか？」で、コロナ禍で売り上げ
が半減したにもかかわらず、売り上げ回復を目指すより、
DX 化を目指したという事例報告でした。
　上田氏の報告では、2020 年から 2022 年までの 3 年間、
特にコロナ禍における積極的な DX への取組とイノベーショ
ンについて、年表と具体的取り組み内容、数値などを示しな
がら、参加者に大変分かりやすい報告をして頂きました。

　DX の内容とし
ては、ソフトウェ
アベンダーと協力
しながら、今まで
アナログで熟練者
の経験に基づくお
しぼりの出荷業務

（出荷予測及びそ
れに基づく配送）

を、AI を使った出荷予測を行い、熟練者でなくても出荷業
務が行えるようにしたというものです。
　また、それに伴う伝票処理も手書きの人によるアナログ
的な伝票処理からデジタル化し、効率の良い集計業務が行
えるようにしたこと、さらに、社内 SNS を有効に使い、社
内の情報の共有とコミュニケーションの促進を行ったこと
等の報告がありました。
　DX をより推進するために新たに DX 人材を採用し、そ
の社員を中心に DX 化を進めていることも、参加者の大き
なヒントになったのではないかと思います。
　一方、DX を進めるうえで、経営者としてどのような姿勢で
臨むべきかにおいても、いろいろ学ぶことがありました。上田
氏は現場の声をシステムに
反映すべく、積極的に現場
の声に耳を傾けられました。
さらに、その声をシステム
に活かすべく、システムベ
ンダーと定期的にミーティ
ングを行い、システム仕様
に反映させる努力もされま
した。また、DX 人材に権
限を持たせ、その社員を中
心に社内への DX の浸透を
図りました。そして、DX 推
進の全体的な進捗に関して
は上田氏がしっかりコミッ
トし、成果を作ることに努
力をされました。

　DX を推進していくには設備投資費用も掛かりますが、
売り上げが低迷している時期にもかかわらず、必要であれ
ば積極投資をするという姿勢は、経営者のイノベーション
に対する決意を感じるものでした。
　それらの報告を受けて、グループ討論が行われましたが、
DX の効果や、DX を社内へ浸透させる際の課題など、具体
的な質問も出ながら、活発なグループ討論が行われました。
　まとめとして、（１）DX は経営者のしっかりとした決意
の元で行われることが大事で、人任せではうまくいかない
こと、（２）DX を進める上で、DX 人材の存在は大きなポ
イントであること、（３）DX はソフトウェアベンダーとの
十分なコミュニケーションが重要なこと、（４）DX の手法
だけではなく、それを受け入れる労働環境の整備も併せて
進めることも重要等、多くを学ぶことが出来、大変有意義
な分科会となりました。
　上田社長、ご報告、大変ありがとうございました。

寄稿：大野 栄一さん
（㈱ディースピリット／松山支部第１地区会）

座長の大野栄一さん　　報告者の上田剛士さん

ＤＸ化に向けて、どういう経営者の姿勢が必要だと思いますか？



俳友会

お済みですか!?「同友会名簿アプリ」のインストール
　愛媛県中小企業家同友会では、会員同士のコミュニケーションを促すととも
に会の活性化を目指し、「同友会名簿アプリ」を導入しました。
　名簿の検索・閲覧はもちろん、メッセージの送受信や無料通話、スケジュール
の確認も可能な便利なアプリです。非常に便利です。
　ぜひインストールしていただき、ご活用ください！
※�最初のログインにＩＤとパスワードが必要です。e.doyu と同じものです。お分かりに

ならない場合は事務局までお問い合わせください。
※パソコンでの利用も可能です！　URL：https://web.doyumeibo.jp/#/
※�今後、会内の公式の連絡の遣り取りは名簿アプリに集約していきたいと考えております。

【お問合せ】愛媛同友会事務局　電話：089-948-9920　メール：info@ehime.doyu.jp
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西田光宏さん
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新会員のご紹介【６名】（２月理事会承認）

愛媛同友会は “ 仲間づくり運動 ”を推進しています。
共に学ぶ仲間を増やすには、会員の皆さんからのご紹介が欠かせません。

「経営者を一人ぼっちにしない」「会員は互いの辞書の 1 ページ」。
物価高騰や賃上げなど、経営課題は山積していて、経営の勉強をしなければ
企業の維持・発展が難しい時代となっています。
まずは例会等へのゲスト参加から。
お知り合いの経営者をご紹介ください。

会員一人がひとりのゲストを！

愛媛同友会事務局
TEL：089-948-9920　
メール：info@ehime.doyu.jp
※メールの方は件名に
　【ゲスト紹介】とお付けください！

ご紹介はこちらまで！

名越 一高さん（なごし かずたか）
松山支部第２地区会

（一社）晋縁会 代表理事
訪問看護ステーションえひめ地球号！
〒 790-0852　松山市石手４丁目10-44
ＴＥＬ：089-948-4136
紹介者：NPO 法人家族支援フォーラム 米田 順哉

市橋 一宏さん（いちはし かずひろ）
松山支部第３地区会
㈱ reiga 役員
就労継続支援「あばんて」
〒 790-0905　松山市樽味４丁目 8-23
ＴＥＬ：089-968-2723
紹介者：認定 NPO 法人ラ・ファミリエ 西 朋子

稲垣 進也さん（いながき しんや）
松山支部第１地区会
㈱エスプロ 取締役
太陽光発電システム・蓄電池・オール電化など
を扱う専門店。一般家庭用設備をはじめ、法人
向けの大型発電所、投資用物件・自家消費型な
ど、数多く手がけている。
〒 791-2117　伊予郡砥部町上原町 85-2
ＴＥＬ：089-993-7803
紹介者：二幸送風機㈱ 山口 光俊

別府 容子さん（べっぷ ようこ）
松山支部第３地区会
合同会社いたれり 代表社員
介護コンサルタント業
〒 790-0003　松山市三番町 4-6-1 
ダイヤパレス三番町 1101
ＴＥＬ：089-987-3212
紹介者：特別養護老人ホーム梅本の里 杉本 太一

松本 莉沙さん（まつもと りさ）
松山支部第１地区会
まつもと 代表
飲食店
〒 790-0003　松山市三番町 2 丁目 4-1 
パラダイスビル 103
ＴＥＬ：080-2985-8499
紹介者：㈱日の出都市開発 山本 康弘

植松 洋平さん（うえまつ ようへい）
伊予・松前支部
㈱テックアイエス 取締役社長
プログラミングスクール事業、法人研修事業、
メディア事業
〒 790-0012　松山市湊町 4-6-12 
池田ビル１階２階
ＴＥＬ：089-910-4790
紹介者：Social・Connect 堀内 章
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2023 年度 愛媛同友会  第10 回理事会 議事録
【日時】2024 年２月 22 日（木）18：30 ～ 21：00　　【会場】二番町ホール・Zoom
【出席】理事 24 名　委任 4 通　事務局２名　　【議長】今村  暢秀　　【議事録】竹河内 博之

開会挨拶：田中 正志
本日は理事会の前に、公正取引委員会との懇談を行いま
した。経営フォーラムも盛況で終わりました。今日はよ
ろしくお願いします。

承認事項
（１）入退会承認
　　 �入会：6 名、退会：0 名。
　　 �会員数：409 名（期首：394 名）…大北  →  承認

（２）�第 40 回定時総会議案書の表紙イラストの公募内容
についての承認…大北　→　承認

　　 �e.doyu で全会員に向けて公募します。
報告事項

（１）能登半島地震への支援についての報告…大北
　　 �1 月に実施した募金で 174,869 円が集まり、全額

を中同協の支援金専用口座に振り込みました。ご協
力ありがとうございました。

（２）クロネコヤマトの値上げへの対応ついての報告…大北
　　 �会報誌等の発送料金が大幅な値上げとなりました。

郵便への移行も含めて、対応策を検討します。
（３）第 12 回経営フォーラムについての進捗報告…山本
　　 �参加登録 194 名。ご協力ありがとうございました。

今後、実行委員会で総括と決算を進めます。
（４）全研 in 愛媛についての進捗報告…渡部
　　 �○日時：2025 年 2 月 6 日（木）・7 日（金）。
　　 �○会場：�ＡＮＡクラウンプラザホテル、県民文化会

館、松山市コミセン、ＴＫＰなど。
　　 �○ �3/7─8 の全研 in 三重に横断幕とＰＲ動画を持参

し、本格的にＰＲ活動をスタートします。
（５）�議案書の印刷と発送、およびスケジュールについて

の報告…大北
　　 �１）印刷と発送、正副代表理事会の開催日について
　　　　 �4 月 26 日：�総会議案書の印刷開始。合わせて

データ版を e.doyu で配信。
　　　　 �5 月 10 日：総会議案書を発送。
　　　　 �5 月 16 日：質問・意見の締切。
　　　　 �5 月 17 日：�正副代表理事会議…質問・意見へ

の回答について協議。
　　　　 �5 月 24 日：総会

　　 �２）理事会の開催日について
　　　　 �５月理事会は 23 日（木）の開催予定ですが、

総会後の５月30日（木）に変更します。
（６）各支部・地区会からの報告…議事録参照
（７）各委員会等からの報告…議事録参照
　　 •�求人教育委員会（堀内・今村）：インタビューシッ

プの報告。新年度は高卒者の採用活動に取り組みま
す。4/2 ─3、合同入社式・新入社員研修を行います。

（８）その他
　　 �１）総会議案関係の提出物のスケジュール確認…大北

（９）全国・他団体行事について
　　 �１）全研 in 三重（全研 in 愛媛の直前大会）…大北
　　　　 �田中正志さんが「企業変革」の分科会で報告し

ます。愛媛から 31 名が参加し、全研 in 愛媛
のＰＲもしてきます。

協議事項
「来年度の委員会の活動計画と予算」
各委員会から提出された計画と予算を基に、説明してい
ただき、ブラッシュアップにつながる意見交換を行ない
ました。内容は省略。

閉会挨拶：米田 順哉
2/19 に熊本同友会の南支部の憲章条例ワークショップ
に参加してきました。とても面白かったです。四国中央
支部で条例制定の動きが始まろうとしています。学習か
ら始めましょう。
先日、新会員さんの入会手続きをしてきました。ＥＤＯ
Ｒへの協力依頼、e.doyu と名簿アプリの使い方を説明
しました。入会時からちゃんとお伝えしておくことが大
事と思います。
なんとか「400 名の引力
圏」を脱出したいものです。
３月末までに 410 名、で
きれば 420 名の会員数に
したいものです。愛媛同友
会は営業で言うところのク
ロージングが弱いと感じま
す。会社での営業と同じで、
すぐ動くことが大切です。






